
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンライン総会の様子 

 

はじめに 

 半年前までは、誰がこんな画面を予想し

ていたでしょうか。年明けからの「新型コロ

ナ禍」はアッという間に世界中に広がり、社

会は、人と人の繋がりを大切にする３蜜か

ら、一転して巣ごもり社会へ突入してしま

いました。また、東日本大震災以来の数々の

カタストロフィー教訓から「レジリエンス

（柔軟で強靱）」な社会・組織を目指した私

達の努力が試される時でもあると感じてい

ます。 

 

＊松井玄考[まつい はるちか] 

安全衛生コンサルタント、情報処理技術者 

Ⅰ オンライン総会を行う趣旨 

 ４月に非常事態宣言が発出され、５月末

の解除も目前でしたが、解除前からオンラ

イン会議への移行を検討していました。今

回の災禍が私達の時代においては未曾有の

ものであり、後戻りの出来ない時間軸へ移

行するであろうと思われること。従って、私

達のコンサルタント業務も先手打って新し

い時間軸上での業務に即応できるノウハウ

を身につける必要があると考えたからです。

まさに、changing な時代の chance には果

敢に challenge する必要（３C）があるから

です。 
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Ⅱ オンライン会議の構成 

 ４月の時点では、オンライン TV 会議の

実現可能性に自信ありませんでしたので、

オンラインと言ってもメール会議を正式な

会議とし、TV 会議はメール会議を補足する

従の会議と定義して案内しました。従って、 

(1) メール会議の実施 (2)TV 会議の実施 

を組み合わせて実施の案内をしました。 

 

Ⅲ オンライン総会の概念図 

１オンライン会議に必要なシステム環境 

(1) ハードウェア環境 

参加者はデュアルモニタ（２台場面）が

望ましいですが、シングルモニタ、ノー

ト PC からスマホまで視野に入れての 

 

対応を考えました。 

(2) ソフトウェア環境 

私は、従来からシステム関係の業務では

SKYPE を利用し慣れていたため、TV

会議も老舗の SKYPE で行うべく準備

していましたが、会議出席者のアカウン

ト無しに参加できる ZOOMアプリの利

便性を検討した結果、ZOOM 会議で実

施する方向に変更しました。新型コロナ

以前から、ZOOM は２億人が利用し、

コロナ需要で３億人が利用するに至っ

ていると言われていたので、セキュリテ

ィと利便性のバランスを考えても、利用

可と判断しました。SKYPE や ZOOM

環境のセキュリティや利便性等につい

ては、後述します。 

 

２会議に必要なコンテンツ 

(1)議案書 

 会議の議案書（１～２号議案の決算報

告・会計監査報告や予算書、次年度計画

等）は梨田事務局長に作成して頂きまし

た。 

(2)画面資料（PP スライド） 

 ZOOM には「共有画面」機能があり、

参加者全員が画面上で同じ資料見ながら、

耳で説明を聞くことが出来ます。この画

面資料を谷口副支部長に作成して頂き
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（末尾の資料１参照）、会議中の「画面切

り替え」機能の主導権をホストからクラ

イアントへ切り替えて操作して頂きまし

た。 

(3)議事進行シナリオ 

佐々木副支部長に議事進行シナリオを作

成して頂き、全体の司会を担当して頂きま

した。 

(4)電子メールシナリオ 

 今回の総会は「メール会議」を主会議に

位置づけしていましたので、①総会の開会

宣言時、②議案説明、意見聴取後の議決時、

③議決結果報告と閉会宣言 の３つのタ

イミングでメールを発出しました。 

(5)議事録作成 

 議事録作成を規程どおり２名（片倉先生、

山上先生）選出し、総会後の作成と署名を

入れて報告頂きました。 

 

３会議に必要な人的リソース 

 (1)支部長：議案の議事進行、メール発信 

(2)副支部長：議事ｼﾅﾘｵ作成、全体司会 

(3)副支部長：資料画面作成、画面切替 

(4)事務局長：議案書作成、議案書説明 

(5)議事録 ：議事録作成整理 

(6)来賓  ：来賓メッセージ作成、祝辞 

(7)参加者 ：メール参加,ZOOM 参加 

 

Ⅳ 事前準備 

（ホスト側管理画面） 

(1) ZOOM 接続試験 

ZOOM の接続試験は、本番前に３日に

分け３回のリハーサル（朝、昼、夜の時

間帯）を行いました。音声が聞こえない、

ビデオがつながっていないと言った基

本性能はこの３回で完了しました。 

(2)議案書 

議案書は、会員へメールを２度送付し、

あらかじめ意見を吸収した形で最終議

案書を作成しました（オンライン会議で

は大きな議論は困難と思われたため。）。 

(3)議事進行画面と会議シナリオ調整 

ZOOM では「画面共有」機能があり、

発言者の発言内容に合わせて、各自の

PC 上で同じ資料を見ながら説明を行え

る機能があります。事前練習中では、こ

の共有画面が上手く共有出来ない、画面

コントロールの主導権の切替え等の方

法がわからないなどの詳細課題を、先の

３回の接続試験とは別に事務局幹事の

間で、再度 ZOOM 接続し進行確認等を

何度も行いました。何よりもこの共有画

面資料が TV 会議の集中度を高めること

に貢献したと考えています。 

(4)メール準備 

 あらかじめ、①開会案内メール、②議

決件行使メール、③議決結果報告と閉会

案内メール について、本番でまごつか

議事シナリオ 出席者画面 共有資料画面 
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ないよう、下書きを作成しておきました。

下書き作成に当たっては、本部のメール

会議のシナリオを参考にさせて頂きま

したことに御礼申しあげます。 

 

Ⅴ 本番 TV 会議の進行 

 TV 会議の本番は、事前準備に十分時間を

かけたおかげか、ほぼ通常の総会と同じよ

うに実施することが出来ました。 

 全体で１時間３０分かかりましたが、会

議時間も事前予測から、時間制限のない有

料の ZOOM 会員アカウントを取得してい

ましたので、何の問題もありませんでした

（無料 ZOOM では４０分制限あり）。 

 今回の総会は役員改選のない年でしたし、

あらかじめ事前意見調整していたので本番

での意見の衝突はありませんでした。 

本会議出席会員数は１４名、来賓出席者数

は２名でした。 

 

Ⅵ メール会議の進行 

(1) メール会議の参加者 

総会案内時のアンケートでは、メール

会議出席希望が３名でしたが、直前に変

動があり、当日にはメール会議出席者は

１名となりました。 

(2) メール会議の進行 

今回の総会は「メール会議」を正式な会

議の位置づけでしたから、メール会議と

TV 会議が分離されないよう、メール会

議においても、 

① 総会開始の案内メール 

② 議決件行使時の案内メール 

③ 議決結果と総会終了メール 

を発出しました。 

 

(3) 議決件行使 

TV 会議での議案審議を経て、議決前に

議決権行使のメールを発送し、「承認」

を得ることができました。 

 

Ⅶ 来賓挨拶 

 例年通り、来賓挨拶を次の３機関にお願

いしたところ、快く引き受けて頂きました。 

(1) 茨城労働局 

茨城労働基準部細江労働基準部長様

から、祝辞メッセージを頂き、コロナ感

染防止と熱中症対策との関係について

も伝言を頂きました。行政機関としての

TV 会議参加は、今後に期待したいと思

います。 

(2) 茨城労働基準協会連合会 

専務取締役橋本様から、総会メッセー

ジと会議での祝辞を頂き、コロナ下での

講習会の開催についてコンサルタント

会講師との連携の話等を頂きました。 

(3) 茨城産業保健総合支援センター 

副所長大久保様から、総会メッセージ

を頂き、会議での「治療と仕事の両立支

援」やコロナ対策動画の提供等について

の話を頂きました。 

   （クライアント側参加画面：片倉先生） 
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Ⅷ ＺＯＯＭの脆弱性の内容と対応状況 

(1)ZOOM を選択した理由 

 ４月３日に IPA（独立行政法人 情報処

理推進機構）から ZOOM に関する情報が公

開されました。ZOOM 社ではそれ以前から

マスコミから指摘されていた脆弱性に対す

る対策として、９０日間の新機能の開発を

凍結し、不具合対策を優先し４月２７日に

「Zoom5.0」へのバージョンアップを行い

ましたので、私は当面の脆弱性問題は解決

されたと考えてよいと判断しました。 

 セキュリティについても国内データーセ

ンター経由でのグローバルセンター接続で

あること（中国経由でない）。暗号化も最新

のAES-256-GCMにバージョンアップされ

たことなどから、他の会議ソフト以上にリ

スクがあることにならないと判断しました。 

 なお、Zoom は天安門事件時に中国政府の

介入があったことを認めていますが、今年

の８月５日にはアメリカの「ズーム」社は中

国での新製品の販売を停止する方針を決め

ています。 

 

Ⅸ 成功のカギ 

(1)一般に「士業」や「先生」となると、プ

ライドと独立心が高く、チームでの仕事は

苦手なものになりがちですが、今回の成功

のカギは何よりも、準備頂いた幹事皆さん

のチームワーク、幹事の OB 会員や他の参

加会員全員が我慢強く ZOOM 接続が成功

するまで協力頂いたことに尽きると思い

ます。 

(2)今回は役員改正がなかったので、突っ込

んだ議論にはならないと想定できたこと。 

(3)会議シナリオも念入りに行ったこと。 

などが成功のカギでした。 

Ⅹ 今後に向けての課題 

(1) PC 環境に強い人、苦手の人みんなが力

を合わせること。 

(2) TV会議では深い突っ込んだ議論をする

場合の課題が予想されます。理由は TV

会議では言語外の意思伝達（表情、声の

トーンなど）が十分出来ないため。 

(3) 発言のコントロール 

システムにおいて、ホスト側で画面制御

等のコントロールが出来ますが、実会議

の場合隣同士での小さな意見交換出来

ても TV 会議ではそれが難しいこと。 

(4)カメラの向き、光源 

 TV 会議に慣れないうちは、カメラの向き

や室内光源の位置により、写りが悪くなる

ことに注意です。 ･･･などです。 

 

Ⅺ おわりに 

 茨城支部では、現在、顧客先の事業者が行

う「オンラインによる特別教育修了証（プラ

カード）発行システム」や、コロナ時代へ向

けた「リモートコンサルタント」が可能とな

るよう、顧客用（閉鎖グループ）の「安全衛

生パッケージ」を掲載したホームページと

SLACK によるリモートコンサルタントの

準備を進めています。 

（以上） 
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資料１：共有画面抜粋資料（詳細は薄くしてあります） 
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資料２:ZOOM の脆弱性、ソフト比較、参考 

 

 オンライン通信ソフトの比較 

 


